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第１学年国語科学習指導案

平成２２年６月２１日（月）５校時
男子１１名 女子１３名 計２４名
指 導 者 新 宅 ま き

１ 教材名
「いろいろなくちばし」

２ 教材について
（１）教材の位置とねらい

子どもたちはこれまでに声に出して読むことを楽しみながら，発音や発声について学ん
だり，正しい筆順で平仮名を書いたりすることを学習してきている。また，主語・述語・
修飾語の整った文，及び会話文の出てくる童話を通し，登場人物の気持ち，場面の様子な
どを押さえながら粗筋をとらえることや，挿絵から想像を広げながら読むことの楽しさを
味わう態度も身につけてきている。これらを通して，絵を見ながら主語と述語の文を考え，
文作りやお話作りを楽しむことや，他のお話を声に出して読むこと，平仮名を読んだり書
いたりすることを楽しみたいという願いをもっている。

そこで，本教材では，写真を手掛かりにして，書かれていることの大体をつかむことや，
生き物への関心，形態と生活との関係について想像を広げながら読むことを通じて，国語
学習への興味・関心を高めたいと考え，「いろいろなくちばし」を設定した。

「いろいろなくちばし」は，入門期の説明的文章として初めての第一教材である。題名
「いろいろな」に対応するように，最初に５種類の鳥のくちばしの写真を提示し，興味を
もたせるように構成を工夫している。本教材の特徴は，鳥のくちばしの形を見たり，その
特長からどんな鳥であるかを知ったりするのではなく，くちばしの働きを説明していると
ころである。鳥について知っているかを問うものではないため，だれでも考えることがで
きるので，興味や好奇心をもたせることができる。

また，本教材は，左ページの文と絵で問いかけをし，ページをめくって右ページで答え
ながら説明するという構成が三回繰り返される。そのため，児童はなぞ解きのように興味
をもって読み進めることができる。基本文型を繰り返し読む過程で，文型に慣れ，一年生
なりの論理的思考力を養いたい。写真と文章で構成された本教材での学習を通じて，次の
ような効果が期待できる。

○ 説明的文章を読んで情報を読み取ることの楽しさを経験する。
○ 画像をよく見て情報を読み取ったり，想像を広げたりする力を伸ばす。
○ 語や文としてのまとまりや内容，響きなどに気をつけて音読し，内容の大体を理解
する力を伸ばす。

説明的文章を読み，物事を新しく知ったり，いろいろな本を読みたくなったりするよう
な雰囲気を作り，読むことの楽しさを見つけられるように配慮したい。

ここでの学習は，説明の順序や内容を考えながら読むこと，問いかけ・説明の語や文の
まとまりを考えながら声に出して読むこと，さらに，文の主語・述語のつながりを確かめ
ながら読むことなどの力を身につけさせることができる学習活動である。

（２） 単元の系統
本教材は，「じどう車くらべ」へとつながる説

〔いろいろなくちばし〕 明的文章の第一教材である。段落の始めが一字下
・ 説明の正確な読み取り がっている形式も最初である。１年生の説明的文
・ 説明文の基本的な文型 章では，説明されている事柄を，正しく読み取る

学習が中心になる。本教材では，問いと答えとい
う構成と「…です。」「…ます。」という文末表現
に慣れるよう工夫している。

〔じどう車くらべ〕 「じどう車くらべ」では，話題・問題提示に対
・ 話題・問題提示に対する答え する答えと説明の部分をさらに進め，説明が，仕
・ 仕事とそのための仕組みの説明 事とそのための仕組みという２つの要素で構成さ

（２つの要素で構成） れるようになっていく。
さらに,下巻の「どうぶつの赤ちゃん」は，「じ

どう車くらべ」同様，「しごと」と「つくり」な
ど読みのねらいを明確にして読む学習活動であ

〔どうぶつの赤ちゃん〕 る。問題提起のあと，答えが説明されるという共
・対比の視点を明確にした読み取り 通した構造の文章内容の大体を読むことをねらい
・叙述に即して正確に読み取る としている。
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（３） 児童の実態
「話すこと・聞くこと」
・ 体験したことや身近におきたことなどを話すことは大好きだが，順序よく話せる
児童は少ない。

・ 話を最後まで聞くなど，聞く姿勢を身につけさせる必要がある児童もいる。

「書くこと」
・ ひらがなについては，個人差がとても大きく，読むことはできても書くことを苦
手としている児童もいる。ひらがなを２２文字学習した頃の実態は次の通りである。

（絵をみて，始めの一文字をひらがなで書く問題５１問中）

文字数 ５１文字 ４１～５０ ３１～４０ ２１～３０ １１～２０ １～１０ ０

人 数 ６ ９ １ ３ ２ ２ １
（人）

・ 生活科のあさがお観察カードなどの記録から，２０名は一言でも自分の思いや気
づきを文に書こうと意欲的であったり書きあげることができていたりするが，その
他の４名についてはそばについての声かけや個別指導が必要な段階である。また,促
音・拗音の表記については，まだ学習の途中であることもあり，正確ではないこと
が多い。

「読むこと」
・ 読み聞かせが大好きで，絵本や図鑑に興味を示す児童が多い。
・ ひらがなを読む速さについては個人差がとても大きい。読むことはできても書く
ことを苦手としている児童もいる。

・ ３文字，濁音のある３文字，促音を含む３文字の読みについての実態は，次の通
りである。（みかん・ぼうし・しっぽ）

文字数 ３問とも正しく読めた ２問正しく読めた １問正しく読めた ０問

人 数 ２１人 １人 １人 ０人
（人）

授業中の発表に対する意欲が高く，手の挙げ方や返事の仕方，発表の仕方など，基本
的な学習のしつけについては，徐々に定着が見られる。友達の意見と自分の考えを比べ
ながら聞き，「同じです。」や「ほかにもあります。」など一言添えて手を挙げる姿も見
られるようになってきた。

５月にほぼずべてのひらがなの読みと表記の学習が完了し，正しい筆順で丁寧に書く
練習に進んで取り組んでいる。絵本を中心に，読書への関心も高い。また，視写や学習
中のノートへの書き取りなどにも，多くの児童は楽しく取り組むことができるが，正確
さや丁寧さ，書くスピードには個人差があり，継続して指導を行っていく必要がある。

家庭での音読へも意欲的である。これらの経験を支えに，さらに「わかる」喜びや達
成感を味わうことができるよう個に応じた指導を工夫し，正しく読む力を育てたい。

また，「くちばし」についての知識としては，22 名は鳥類の口という認識をもってい
たが，2 名は鳥類に加え先がとがっているからという理由で魚類の口もくちばしだと考
えていた。本単元に入る際，確認する場を設けたい。

（４） 指導上の留意点
以上のような実態を踏まえ，本単元ではそれぞれ以下のことに留意して指導する。

○ つかむ・みとおす段階では，知っている鳥や身近にいる鳥について話し合う。鳥のく
ちばしとその働きについて考え，学習計画を立てる。また，学習を進めるうちに分から
なかったことがだんだん分かってくるようになる楽しさを感じさせるために，「どうなっ
ていたのかな」という思いを抱かせておきたい。

本教材は，説明的文章の第一教材である。１年生の説明的文章では，説明されている
事柄を正しく読み取る学習が中心になる。 本教材では，問いと答えという構成と，「…
です。」「…ます。」という文末表現に慣れさせることができる。段落の初めが一字下が
っている形式も最初である。これらの要素に着目させながら，写真を手がかりにして書
かれていることの大体をつかむことができるようにしたい。

○ 調べる・深める段階では，音読の工夫を行い，全文を読めるようにする，１年生が一
斉に音読すると，不自然にスピードが遅くなったり，抑揚がなくなったりしがちである
ので，教師がリズムを取る・句読点まで一気に読ませる，文末を意識してリードするな
どして，自然な速さで読む習慣をつけさせたい。

また，十分音読した後で，本文の構成が問いのページと答えのページになっているこ
とに気づかせたい。問題の文型と答えの文型に注目して読み取ることができるよう音読
だけでなく，視写の活動も行う。
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さらに，１年生にとってあまり使いなれない言葉については，絵・写真と照応させる
ことでどのような様子を表す言葉であるかを理解させたい。その上で，文ごとに内容を
捉えさせ，文や文章を読んで，何が書かれているかを読み取る学習のスタートを丁寧に
進めたい。

○ ふりかえる・いかす段階では，これまでの学習をもとに，くちばしの形の違いに気付
かせ，そのくちばしでどんなことをするのか考えがもてるように支援する。そして，く
ちばしの形とえさの関係についてまとめ，好きな鳥について教科書と同じように問いと
答えの文章を書き続きを作る。その際，問いの分と答えの文がしっかり書けることをね
らいとし，自由に書かせるが，なかなか考えられない児童には，穴埋め式のワークシー
トを用意して書かせてから清書させるようにする。

○ 児童の興味・関心を高める工夫として，ICT 機器を随所で活用し，学習への意欲を向
上させ継続できるようにする。

３ 目 標
（１） 生き物への関心をもって，教材文の述べ方の順序を調べたり，鳥のくちばしの形

と使い方に気づいたりしながら，国語学習への興味・関心を高めることができる。
【関心・意欲・態度】

（２） 説明的文章を読むことに慣れ，順序や内容を考えながら読むことができる。
「問い」「答え」「説明」の文を理解し，まとまりを考えながら声に出して読むこ

とができる。 【読む】
（３） 教科書の文型をもとに，好きな鳥について続きを作ることができる。 【書く】
（４） 文の主語・述語のつながりを確かめながら読むことができる。 【言語】

４ 指導・評価計画（「いろいろなくちばし」全８時間）

過
学習課題・主な学習活動 ※・・・中心となる評価の内容

程

１ 単元を概観し，学習のめあてを話い合い，学習計画を立てる。
(1) 知っている鳥について発表し，好きな鳥を絵にかく。
(2) 全文を読み，くちばしの形に違いがあることや繰り返される文型について知る。

えを見ながら，文章に書いてあることを読み取ろう。
鳥のくちばしの働きについて知ろう。

※ 興味をもって読み，鳥について知っていることや挿絵を見て気づいたことを
発表している。 【関心・意欲・態度…発言・観察】

・ 絵・写真と文を照応させながら，きつつきのくちばしの特徴を理解する。
・ 答えの部分を視写する。
・ 写真と文を照応させ，きつつきのくちばしの働きとえさのつながりを理解す
る。

（２）おうむのくちばしについて読みとる。 ※本時
（きつつきと同様に調べる）

（３）はちどりのくちばしについて読み取る。
（きつつきと同様に調べる）
※ それぞれのくちばしの特徴やえさとの関係を理解している。

【読むイ…発言・ワークシート】
※ ひらがなを正しく読んだり書いたりしている。

【書くイ－（ア）…観察・ワークシート】
３ くちばしの形の違いを見つける。

振
り ４ 教科書 P ５１の鳥とえさの関係についてまとめ，５種類のどれかを選び，教科
返 書の続き（クイズカード）を作る。
る （１）くちばしとえさのかんけいをまとめる。
・ （２）好きな鳥を選び，問いの文と答えの文を書く。
い （３）作ったクイズカードを発表する。
か 絵本や図鑑の紹介を聞き，読みたい本を考えて読む。
す ※ 教材文を参考にして，好きな鳥のくちばしとえさについて文章にまとめている。
③ 【書く（イ）…カード】

つ
か
む
・
見
通
す
②

調
べ
る
・
深
め
る
③

本
時
４
／
８
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５ 本時（４／８）

（１）本時の目標
・ 繰り返される文型に慣れ，写真と文を照応させながら，おうむのくちばしの働きと
えさとのつながりについて読み取ることができる。

（２）本時の指導にあたって
・ 「つかむ・見通す」段階では，前時の学習を振り返り，きつつきのくちばしの形が

えさと関係していることを押さえる。その後，学習計画をもとに本時の学習のめあ
てと学習の進め方を確かめる。

・ 「調べる・深める」段階では，前時同様，「おうむ」についての問いと答えの文をそ
れぞれ音読したあと視写する活動を通して，おうむのくちばしはどんな形か，なぜ，
そんな形になっているのかなどに気づくことができるようにする。その際，大事な
語句を読み取り，抜き出して書き込むことができるようなワークシートを準備して
おく。ワークシートには，各自で視写させるが，一人で書くことが難しい児童には
個別に形が分かる言葉などに印を付けるなどしたあと視写させる。視写ができた児
童には，教科書のどこに書いてあったか，言葉をさがし，線を引かせる。

・ 「ふり返る・いかす」の段階では，本時で調べてまとめたことと，前時のまとめを
比べ，くちばしの形の違いはえさと関係があることに目を向けさせる。また，実際
にオウムがクルミをくちばしで割り中の実を食べる様子の動画を見せることで，読
み取った内容を実感し，くちばしとエサの関係を想像しながら音読できるようにす
る。

・ 重点評価項目は「読むこと」なので，「どのようなことを読み取ることができたか」
について自己を振り返らせる。また，ワークシートに，本時の理解がどうであったか
をチェックできる工夫をするなどして自己評価も取り入れたい。また，わかったこと
や感想を発表する活動で，一人一人のがんばりを賞賛したり，もう少しだった部分は
次回がんばれるよう励まし，これからの学習への意欲を高めていくことができるよう
にする。

（３）実 際

過 時
主 な 学 習 活 動 間 教 師 の 支 援 と 評 価

程 ○支援 準）教具準備 ※評価

１ 前時の学習を振り返り，学習計画 ○ 前時の学習をふりかえり，きつつきの
をもとに，本時の学習内容を確認し， くちばしの形とその理由を確認させる。

つ 本時の学習のめあてを話し合う。 ８ 準）前時のまとめ
か ○ めあてには，「おうむ」のくちばしの
む この(絵）くちばしの ひみつを 絵を提示し，きつつきのくちばしとのち
・ しろう。 がいに気付かせる。
見 準）オウムのくちばしの絵
通 ２ 学習の進め方を確かめる
す ① しらべることを たしかめる

② よくよんで しらべる
③ わかったことを たしかめる ○ 学習の進め方について確認する際，流
④ ふりかえる れを提示し，見通すことができるように

する。
○ ワークシートと板書が一致するよう工

夫する。
準）ワークシート

書画カメラ・テレビ・絵
３ おうむのくちばしについて読み取る。

（１）調べる観点を確かめる。 ○ おうむについての文章を音読した後，
調 問いの文には赤鉛筆，答えの部分には鉛
べ どんなかたち なにを 筆で文の右側にサイドラインを引かせる。
る でなんという たべるのか ○ 絵を見て分かることを話し合い，キー
・ とりのくちばし な。 ワードを板書する。
深 かな ○ おうむについての問いとなる文章を読
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め （２） 全体を音読したあと、問い 30 んだ後，ワークシートに視写させる。そ
る 部分を読み，ワークシートに の後，同様に答えになっている部分の音

視写する。 読と視写をさせる。
（３） 答えのページを視写し，く ○ 視写できていない児童には，個別にく

ちばしの形と働きのつながり ちばしの形がわかる部分や鳥の名前・食
を理解する。 べ物などに印（○など）を付けさせた上

で視写させる。
○ 一人で視写ができた児童には，書き込

んだ言葉がどこにあったか，教科書を再
度読み，その部分に線を引かせておく。

○ 視写を通して，おうむのくちばしの形
（４） 気がついたことや感想を全 の特徴と，その形にどんなよさがあるの

体で話し合い，まとめる。 かについて児童自身が気づけるようにす
おうむは，ふとくてまがったく る。

ちばしで，かたいたねのからをわ ※ 調べる観点にそっておうむのくちばし
り，なかのみをたべる。 について読み取ることができたか。

【読むイ…ワークシート】
４ 分かったことを確かめながら，音 ○ オウムがくるみを割って実を食べる映

読する。 像を提示し，読み取った内容について実
・ 問いの部分と答えの部分を分担 感できるようにする。また，くちばしの

して読む。 形の違いには，えさが関係していること
に気づくことができるようにする。

準）パソコン・テレビ・書画カメラ
くるみ

振 ５ 本時の学習につ ○ 本時の学習で，ひみつを読み取ること
り いて振り返る。 ができたかについて振り返らせる。また，
返 ７ 分かったことや感想などを話し合う中，
る ・ くちばしのかたちはえさと それぞれの学習に対する取り組みの意欲
・ かんけいがあるんだね。 や頑張りを称賛し，これからの学習への
い ・ ワークシートにていねい 意欲を高めることができるようにする。
か に書くことができたよ。
す

６ 次時の学習について確認する。

（４） 板書計画
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た
え

こ
れ
は
、
△
△
の
○
○
で
す
。

◇
と
り
の
な
ま
え

お
う
む

◇
つ
か
い
か
た

か
た
い
た
ね
の
か
ら
を
わ
る

◇
た
べ
も
の

た
ね
の
な
か
の
み

ま
と
め

こ
の
く
ち
ば
し
の
ひ
み
つ
を
し
ろ
う
。

お
う
む
は
、
ふ
と
く
て
ま
が
っ
た
く
ち
ば
し
で
、

か
た
い
た
ね
の
か
ら
を
わ
り
、
な
か
の
み
を
た

べ
る
。

絵
絵

絵
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こ
く
ご
【
か
ん
じ
の
れ
ん
し
ゅ
う
タ
イ
ム
】

す
す
め
か
た

一

か
ん
じ
ス
キ
ル
の
□
ば
ん
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。

二

①

ゆ
び
で

な
ぞ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ん
は
い

②

つ
か
い
か
た

③

か
き
じ
ゅ
ん

さ
ん
は
い

④

三
か
い
な
ぞ
っ
て

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
ょ
う
。

は
や
く

す
ん
だ
と
き
は
、
な
ら
っ
た
か
ん
じ
の
ふ
く
し
ゅ
う
を

し
ま
し
ょ
う
。



【 】年 名前〔 〕

◇ こくごのおべんきょうについて こたえましょう

① こくごは すきですか？ （ すき ・ きらい ）

② それはどうしてですか？

③ すきか きらいか こたえましょう。

ア しらせたいことを はなす （ すき ・ きらい ）
イ おはなしを きく （ すき ・ きらい ）
ウ はなしあう （ すき ・ きらい ）

ア あいてのことをかんがえて書く （ すき ・ きらい ）
イ かくことを あつめる （ すき ・ きらい ）
ウ にっきなどをわかるようにかく （ すき ・ きらい ）
エ 書いたことを読みかえす （ すき ・ きらい ）

ア 本を よむ （ すき ・ きらい ）
イ どんなおはなしか まとめる （ すき ・ きらい ）
ウ ようすを おもいうかべてよむ （ すき ・ きらい ）
エ おんどくする （ すき ・ きらい ）

④ ・せんせいの せつめいを きく （ すき ・ きらい ）
・じぶんで かんがえる （ すき ・ きらい ）
・はっぴょうする （ すき ・ きらい ）
・こくばんに かく （ すき ・ きらい ）
・ふたり・３人ではなしあう （ すき ・ きらい ）
・グループで話し合う （ すき ・ きらい ）
・せんせいとふたりでかんがえる （ すき ・ きらい ）
・ワークシートにかく （ すき ・ きらい ）
・かんじれんしゅう・テストをする （ すき ・ きらい ）

⑤ こくごの おべんきょうで たのしいのは どんなことですか。



【１ねんせい】

☆ ことばの いみを わかりやすくかきましょう。

「にだい」・・・・・

「つりあげる」・・・

「車たい」・・・・・

☆ 「～たり～たり」をつかって，みじかい文をつくりましょう。

☆ どんな じどうしゃを しっていますか。いくつでも かきましょう。



【２年生】

☆ しっていますか？しっていたら○をかきましょう。

からす貝 まぐろ ミサイル ゼリー

くらげ ブルドーザー いせえび ドロップ

こんぶ わかめ うなぎ やしの木

いそぎんちゃく もち場

☆ つぎのことばを つかって みじかい 文を作りましょう。

「」


